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2050年の君たちへ5 人生100年時代をどう生きる？ 
突然ですが、皆さんに質問で

す。「もし100歳まで生きるとし

たら、どんな人生を送りたいです

か。」 

 今、日本は「人生100年時代」

を迎えようとしています。平均寿

命はさらに延び、多くの人が100

歳近くまで生きる社会になると考えられています。昔は、「学校を卒業したら就職し、同じ会社で定年まで

働く」という生き方が一般的でした。しかし、皆さんが社会の中心となる2050年には、その姿は大きく変

わっているかもしれません。一つの仕事だけを続けるのではなく、複数の仕事や役割を経験したり、転職を

したりすることが当たり前の時代になるでしょう。また、新しい知識や技能を身に付けるために、大人にな 

ってからも学び直しを続けることが必要になります。 

これからの社会では、「どこで働くか」よりも、「どのような力を身に付けているか」がますます大切に

なります。将来は、自分の人生やキャリアを自分自身で考え、選択しながら歩んでいく時代になるのです。 

さらに、日本では今後、働き手の不足が深刻になると予測されています。そのような社会では、指示された 

ことをするだけではなく、自ら課題を見つけ、学び続けながら変化に対応できる人材が求められます。 

そのために必要な力とは何でしょうか。私は、「学び続ける力」だと思います。新しいことに興味をも

ち、自分で調べ、考え、挑戦する力。そして、自分の学びを振り返りながら、よりよい方法を見つけて成長

していく力です。学校も今、そのような力を育てる場へと変わりつつあります。知識を覚えることだけでは

なく、○自ら問いを立てる力○主体的に学ぶ力○自分の学び方を工夫する力○学んだことを新しい課題に生

かす力○他者と協力しながら学ぶ力。が重視されています。 

 社会は、少子高齢化やグローバル化、AIの進歩、価値観の多様化など、大きな変化の中にあります。未来

を正確に予測することが難しい時代だからこそ、学校での学びも、正解を覚えることだけではなく、「なぜ 

だろう」と考え続けることや、自分なりの答えを見つけることが大切になっています。 

 皆さんは今、授業や学校行事、部活動、生徒会活動などを通して、その力を少しずつ身に付けています。

友達と協力して課題を解決したり、自分の考えを伝えたり、失敗から学んだりする経験は、将来どのような 

社会になっても必ず役立つ財産になるでしょう。これからの社会では、変化を恐れず、新しいことに挑戦し

続ける人が活躍します。そのためにも、今のうちから自分の「好きなこと」や「得意なこと」を見つけ、多

くのことに挑戦してほしいと思います。 

最後に、もう一度問いかけます。100歳まで生きるとしたら、あなたはどんな人生を送りたいですか。 

そして、その未来を実現するために、今の学校生活で何を学び、どんな力を身に付けたいですか。未来の人

生を切り拓くのは、ほかの誰でもありません。皆さん自身です。 

今朝の「有明の月」 
今朝、登校してきた多くの生徒が西の空を指さしながら、「まだ月が見える！」「月が残っている」と話題に

していました。何気ない朝の一場面ですが、同じ空を見上げ、その美しさや不思議さを感じる感性はとても素敵

だと思いました。このように、夜が明けても空に残って見える月のことを「有明の月」といいます。名前の由来

は、「夜が明けても、まだ空に有る月」という意味からきています。有明の月は秋の季語として親しまれ、古く

から日本人に愛されてきました。 

また、「有明の月」は古典文学にもたびたび登場します。百人一首にも、有明の月を詠んだ和歌があります。 

二一番 今来むと いひしばかりに 長月の 有明の月を 待ち出でつるかな 

三一番 朝ぼらけ 有明の月と見るまでに 吉野の里に 降れる白雪 

八一番 ほととぎす 鳴きつる方を ながむれば ただ有明の 月ぞ残れる 

昔の人々も、皆さんが今朝見た月と同じように、夜明けの空に残る月を見上げ、その美しさや趣を感じていたの

でしょう。 

忙しい毎日の中でも、時には足を止めて空を見上げてみてください。季節の移り変わりや自然の美しさに気付

くことで、いつもの登校風景も少し違って見えるかもしれません。 

                                      裏面11月行事予定 

データで見る2050年の日本 

○平均寿命はさらに延び、多くの人が100歳近くまで生きる時代へ 

○一つの仕事を続けるだけでなく、複数の仕事や役割を経験する人 

が増加 

○転職や学び直しが当たり前になる 

○働き方や生き方を自分自身で選ぶ時代へ 



 


